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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞

・本日、東北メディカル学院より実習生が来ており、対応は大谷地が行っている。

・来年度のデイケア保険の加入者を募集している。全体に説明後、個人的に詳細を説明すること。保険料は、手数料込みで4,100円とする。加入者が準備出来次第持ってきて頂く事とし、保険料を受け取ったら領収書と引き換えること。

・昨日、機械室のボイラー1台がサーマル異常でエラーとなり、停止している。本日、業者点検あり終了となっている。

・2/22（金）、青明舎スタッフが得点板を借りるため来所予定。
＜利用者様情報＞

・平　康子　様～昨日、本人と服薬の残りを確認している。不足している服薬について尋ねるも「よく分からないんです」と要領を得られず。自己服薬管理能力についても不安が見られている事から、本日、主治医（安ヶ平Dr）へ報告し、月1回の外来受診と4週間分の処方であったものを、週1回の外来受診と1週間分処方へ変更となっている。本人へ外来受診日と処方日数について伝えると、不服な様子あり、2/21（木）外来受診の際に再度自分から話しをする事としている。また、現在使用している服薬セット用の箱を持って来て頂く事としている。
・向井　敦子様～自宅にいると幻聴が著明で、家族への暴言や自傷行為を行う可能性がある事から、デイケア利用日を増やし、来週より火・木曜日の利用となる。

・寺沢　　彩様～デイケアの利用日が増え、2/21（木）より月・水・木・金曜日の利用へ変更となる。プログラムの振り分け等は、受け持ち担当スタッフと話し合っている。

・北村　奈美様～頭痛があり、いつもの頭痛と違う事で頓服薬を服用したくないと話し、臨時での外来受診を希望されていたが来院されず、自宅で休んでいたとの事で「寝たら治りました」と電話報告ある。

・巴　　勇樹様～本日も不調を訴え聞かれ静養室での休養を希望されている。本人より「具合が悪い。入院したい」と話があり、ご家族へ電話連絡し自宅での様子について確認し、現在の本人の希望について報告をしている。ご家族の意向としては、入院をさせないで様子を見ていきたいとのこと。また、母様が外来受診に同行したいと話しても拒否が見られているとのこと。主治医からは1週間様子を見てみるよう説明を受けてきたと話されている。

・本多　富美様～本人より電話あり、次回外来受診にて採血になったとのこと。“1年に1回のペースでしているけど、なぜ今、このタイミングなのか？”という事を気にしており、「先週、スタッフと面談を行った内容が主治医へ既に伝わっているのではないか？」と話している。「もう信用できない」といった発言聞かれ、今週金曜日のスタッフとの面談はしない言い、電話終了している。
・其田　淑子様～2/19（火）夕食後に夕食後薬が不足である事を話している。2日前に気付いていたが、スタッフへ話していなかったとのこと。薬が不足な事については、二重服薬ではないと話し原因は不明だと話す。当直医へ報告し夕食後薬処方して頂いている。薬が不足していると分かった時点でスタッフへ相談してほしい事を説明し、今後は来所時に持参薬を確認していく事も説明。本人は、2/19（火）の夕食後薬は服用せず、明日の夕食後に服用すれば良いと考えており、服薬の重要性についても説明していく。

・村上　元道様～左手第2指の内出血は軽減したと話しており、圧痛も無いとのこと。外見上は全く内出血が分からないほど改善見られている。内服について、「減薬してからだるさが抜けない」と訴えている。覚醒時間は6時頃と早くなったが、覚醒後も倦怠感や眠気が残っている気がして、活動を開始する事が出来ないと話している。薬を元に戻す事については、「希望で減らして貰ったからこのまま様子を見たい」と要望聞かれている。
＜事例検討＞

高島　吉太郎様（80）　主：統合失調症　既往歴：なし　主治医：千葉　良Dr

※本日の目的：目標・計画の見直し、再検討

【長期目標】1人で歩いて青陽館に通えるようにする

【中期目標】日中はなるべく起きており、運動プログラムに出来る限り参加する

【短期目標】①出来る限り居眠りをしないようにする

②運動プログラムでは元気よく身体を動かす

【実施計画】①本人がやりたい事は、応援をして少しでも出来るようにアドバイス・援助を行っていく。

②運動プログラムにでは見守りし、出来る限り運動に参加出来るように配慮する。

③居眠りが多い為、根気強く声かけて日中の活動性を高める。

【現症】

・日中の居眠りが多く見られているも、本人の興味があることなどは居眠りなく取り組む事が出来ている。

・歩行時のフラつきが以前は見られていたが、ここ最近ではフラつきは目立たず歩行出来ている。しかし、入浴時は浴槽へ入る際に足元が見えない不安から入りたがらない事があったり、足元が見えない事を理由に自分から入るのを拒否する事がある。

・先日、青風荘にてえんぶり見学へ出掛けたとの事で、それ以来、活気が見られるようになった。棚からビニールテープを出し、自分でメモ用紙を作ったりしている。また、青陽館外の“通所リハビリテーション　青陽館”という文字をメモ用紙にメモしている事もあった。

・青風荘にて、排泄後に手が便で汚れている事がある。

・日課が十分に行えない状態（洗濯はスタッフが行い、整容面でも雑さがある）であるが、自分なりに取り組む事が出来ている。

・心理検査結果の所見では、言語での自己表現は難しいが、会話内容はきちんと理解出来ているとのこと。

＜変更点＞

【長期目標】日中の活動性を維持し、現在の生活を継続する

【中期目標】①日中はなるべく起きており、運動プログラムに出来る限り参加する

②スタッフの付き添いなく、自分で歩いて青陽館に通えるようにする

※今後も、継続して身の回りの事をなるべく自分で行って頂き、現在の生活が維持出来るような関わりをしていく事とする。

＜外来情報＞

・鈴木　茂子様～水曜日に外来受診と青明舎の訪問があるが、本人より「外来が終わったら、その足で青明舎に行っても良いよ」と話しており、自分の時間が有効に使えない事を訴えている。青明舎・訪問看護・外来でミーティングを行い、訪問について検討するようにと主治医より指示ある。

・其田　淑子様～3月に認知検査の予定だったが、10月へ変更となっている。また、昨日の服薬の件で、服薬管理についてどのように行っていくかを話し合い、カルテへ記載するよう主治医より指示ある。

・巴　　勇樹様～不調の訴え聞かれ、入院を希望している。父様は自宅で様子を見たいと希望している事からデイケアで電話連絡を行う事としている。（患者様連絡事項参照）また、主治医より不調時はデイケアを休んでも良い事を説明されており、デイケアで不調となった場合は静養室で休む事を勧めている。

・高橋　幸雄様～足に低温火傷があり、軟膏が処方となっている。2/21（木）皮膚科受診をすると本人より。また、前回より体重が減っていたため継続するよう主治医よりお話しがある。

